
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジオボード 

指導目標 

〇写真を見て奥行きなどの場所、色を

明確に分けて区別するようにする。 

指導方法 

〇写真にある見本と同じようにキャッ

プをさしていく。 

〇児童から「できました」や「先生」

の声かけがあるまで自習させる。 

〇最初に４枚選ばせるがその日によっ

て枚数を変える。 

ジオボード② 

指導目標 

〇形を捉える力、見る力を高める。 

指導方法 

〇ボードの突起に輪ゴムをひっかけ、

見本と同じ形を作るようにする。 

〇簡単な図形から始め、輪ゴムの本数

を増やす等、徐々にレベルアップでき

るようにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お箸でマッチング 

 

指導目標 

〇手指の操作性を高める。 

〇大小の理解を深める。 

〇色の弁別ができる 

〇できたら、「できました」と伝えるこ

とができる。  

指導方法 

〇複数の小部屋に仕切られたパーツケー

スの底に大小の色シールをランダムに張

り付ける。シールをたよりに、お箸で大

小の色付き毛糸玉を掴んで、パーツケー

スの小部屋へ移動させる。 

〇毛糸玉を全て移動できたら、「できま

した」と伝えるようにする 

 

ねじ回し 

 

指導目標 

〇最後まで集中して取り組む力をつけ

る。 

〇指先を使い、フランジとボルトを回し

て締める。 

指導方法 

〇ケースに部品の写真を貼り、教員が声

をかけなくても始めに部品を置く所、ね

じ回しが終わった部品を置く所を分かり

やすくする。 

〇始めにフリンジを入れる事、回りきる

までボルトを締めることなど見本を見せ

ながら説明する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファスナー開け閉め 

 

指導目標 

〇ファスナーの動きに合った視線の動きが

できる 

〇指でつまむ、引っ張るができる 

〇キャラクターを探す、見つけるができる  

指導方法 

〇声かけや指差し等の支援をしつつ、見る

方向がわかるようにする。 

〇ファスナーを持つ指の形を教え、指で掴

んで離さないように指導する。 

〇好きなキャラクターを指差したりして楽

しみながら取り組めるようにする。 

 

スノーブロック落とし 

 

指導目標  

〇指でスノーブロックをつかみ、棒の先に入

れることができる。 

〇ブロックの落ちる様子を意識することがで

きる。 

〇最後まで集中して取り組む力をつける。  

指導方法 

〇指先を使って棒にスノーブロック通す。 

〇スノーブロックの落ちる様子を目で追える

よう声かけをする。 

〇１つずつ色を言って渡し、色への理解へ繋

げられるようにする。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プットイン 

 

指導目標  

〇目と手の協応の能力を高める。 

〇手指の巧緻性を高める。 

指導方法 

〇見本を示し、自分でできるように支援

する。 

〇難しい場合は切れ目にあらかじめビー

玉をセットし、指で押すだけでできるよ

うにする。  

 

ビー玉おはじきのプットイン 

指導目標 

〇指先を使って物をつまむ。 

〇形の違いを意識し、弁別する。 

〇最後まで集中してやりきる。 

指導方法 

〇最初に１つずつ入れて見せ、形の違いに

注目できるようにする。 

〇児童のその時の実態に応じて数の調節を

行い、最後までやりきることができるよう

支援する。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペグさし 

 

指導目標 

〇方向を伴う手の動きを引き出す 

・穴が 1つだけ見える状態の穴に入れる。 

・教員の指差しの箇所に入れる。 

・１人で上から順番に入れる。 

・１人で左から順番に入れる。  

指導方法 

〇ペグを一つずつ取るよう促す。 

〇順番を意識させるため、初めは一つだけ

穴が見えるように支援する。徐々に支援を

減らす。 

・縦置き→上から順番  それができたら 

・横置き→左から順番 

 

アイロンビーズ合わせ  

 

指導目標  

〇微細運動により手と目の協応を高める。 

〇集中力と注意力を高める。  

指導方法 

〇見本を用意しピンセットを使用し形をそ

ろえるように指導する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひも通し 

 

指導目標 

〇手元に注意を向けるとともに、力加減も

意識し、手指の操作性を高める。 

〇課題に集中して最後まで取り組む。 

指導方法 

〇実態に応じて紐通しの数を調節し、最後

まで集中して取り組むことができるように

する。 

〇手元を見るように声かけをしたり、手元

を指さしたりすることで、手元に視線を向

けることができるようにする。 

〇右手で穴に紐を通し、紐の先を左手に持

ち替えて、リングを下に通すように声かけ

をする。 

 

ペグさし 

 

指導目標  

〇最後まで集中してやりきる力を高める。 

〇指先を使い、ボードにペグを指す。  

指導方法 

〇教材を提示し、最後まで集中してできる

ように見守る。 

〇集中が途切れる場合は、残りの回数を設

定し、最後まで見通しが持てるようにす

る。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カプセル開け 

 

指導目標  

〇指先や手全体を使い、カプセルを開け

る。 

〇最後まで集中して取り組む力をつける。 

指導方法 

〇カプセルの種類に応じて指先や手のひら

でしっかり持つ、または手首で捻って開け

るように促す。 

〇意欲的に取り組めるようにカプセルの中

に好きな物(いちごの模型)を入れた。 

 

逆さトングで挟んでいれよう 

 

指導目標  

〇細かい部分に注目して、見比べる力を高

める。 

〇親指と人差し指でつまむ力をつける。 

指導方法 

〇カードを提示し、同じようにケースに入

れる。 

最初は１列。慣れれば２列、３列と増やし

ていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スプーンの練習 

 

指導目標  

〇スプーン使用が握り持ちになってしまう

児童に対して、正しい持ち方(三点持ち)で

食べることが出来る。 

指導方法 

〇単純なプットイン形式のスプーン練習で

は、楽しくない！ スプーンですくったビ

ー玉をコロコロ坂道に転がして、楽しみな

がら身につくようにする。 

どうぶつせんたくばさみ 

 

指導目標  

〇手指を使い、つまむ力を高める。 

〇提示された分量を、最後までやりきる集

中力を高める。 

指導方法 

①全ての教材を提示し、自分で最後までや

りきるようにする。 

②台を一つと必要な洗濯ばさみのみ提示し

て、一つずつ最後までやりきるようにす

る。つまむ支援 

〇指ぬきの手袋を用いて、使う指を明確に

する。 

〇手を添えて、持ち方を整える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指先を鍛えよう 

 

指導目標  

〇指先でつまむ力を高める 

〇目と手の協応や手指の巧緻性を高める 

〇色の弁別ができるようになる 

指導方法 

〇指先に力を入れて、穴に入れる。 

〇色の弁別ができる児童は、棒と同じ色の

缶に入れる。 

〇児童の状況によって、入れる数、色の種

類を変える。 

りんごのき 

 

指導目標  

〇スナップをはずす。はめる。 

〇ボタンをはずす。はめる。 

〇話を聞く。 

指導方法 

〇スナップをはめるために「押す」感覚が

理解できない場合、児童の親指の上から教

員が押すことでイメージさせる。 

〇ボタンの布からボタンまでを調整し、段

階的にできるようにする。 

〇児童が興味が持てるものにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型はめ 

 

指導目標  

〇教材を見る。 

〇手先の巧緻性を高める。 

指導方法 

〇教材を提示し、自分でできるか見守る。 

〇難しい場合、実際にやって見せる。ま

た、指先や手をとっての支援を行う。 

いろいろな素材のわっかかけ 

 

指導目標  

〇わっかをフックにかける 

〇わっかをフックからとる 

〇最後までやりきる集中力を高める。 

〇わっかをひっぱって、力ずくでとらない

ようにする。 

指導方法 

①様々な素材のわっかを容れ物に入れてわ

たす。 

②一つずつわっかをフックにかけるように

伝える。 

③一つずつわっかをフックからとる。 

④素材が異なると、手先の力加減が異なる

ので、かける・とるの力の入れ方を支援す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

醤油さしの開閉 

色の分類 

 

指導目標  

〇小さなキャップを指でつまんだり、回し

たりする動作を通して、手指の巧緻性を高

める。 

〇４色のキャップをよく見て、色ごとに分

類する。 

指導方法 

〇実態に応じて醤油さしの数を調節し、で

きるだけ集中が保たれた状態で最後まで終

えられるようにする。 

〇キャップを分類し終わったら、最後キャ

ップを閉めて、ケースに収納する。 

醤油さしの開閉 

色の分類 

 

指導目標  

〇目と手の協応動作や手指の巧緻性を高め

る。 

指導方法 

〇醤油さしのキャップを取り、ピックを口

にさす。刺したピックと同じ色の場所に魚

を挿す。キャップは決められた場所に入れ

る。 

〇時間を計って、表にまとめて時間を意識

させてもよい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポンジプスプス 

指導目標  

〇課題を集中して最後までやりきる力を高

める。 

〇巧緻性、力加減を意識する力を高める。 

指導方法 

〇教材を提示し、自分の力で最後まででき

るように見守る。 

〇集中が途切れた場合は、呼名し一度手を

止めさせる。また、教材を１つずつ手渡し

最後までやりきれるようにする。 

ペグ差し 

指導目標  

〇指先をつかって、つまむこと。 

〇弁別と色の名前が分かること。 

〇片付けができること。 

指導方法 

〇色、穴の位置をよく見る。同じ色の場所

にピンをさしていく。 

〇サイドの色と見合わせ、チェック。 

〇はずして、片づける。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビー玉落とし 

指導目標  

〇動く目標物（ビー玉）を見続け見る・見

続ける力を高める。 

○目標物の動きをコントロールして穴に落

とすことで操作性を高める。 

○教員や友だち意識し協力して活動する力

を高める。 

＊友だちの活動に合わせて、ストップウォ

ッチの操作を行う。 

指導方法 

教員と行う場合は、生徒自身が主体的に操

作できるように支援する。 

○生徒の実態応じて、ビー玉の数を増やし

たり、穴の大きさを変えたりして集中して

取り組める時間を調整する。 

 ＊待ち時間に友だちの活動をしっかり見

て、タイミングよく操作できるように支援

する。 

さかなつり 

指導目標  

〇友達や教員と関わり、活動に参加する。 

〇手の動き（釣り竿の動き）と目の協応性

を高める。 

指導方法 

〇ルール（時間や順番）を決めて、釣り竿

を使って魚をつる。釣った魚の数や、魚に

よって点数を決めて合計点で競う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まねっこ輪ゴム 

 

指導目標  

〇目で見たものを正確に再現できるように

する。 

指導方法 

〇指に付けた５色の輪ゴムを見せ、模倣さ

せる。 

難しい場合は本数減らしたり、色を限定し

たりしながら難易度を調整する。 

名札入れ作り 

 

指導目標  

〇活動内容に見通しを持ち、離席せずに作

業を続けられるようにする。 

指導方法 

〇教師が革材に刺した針を指先で摘まんで

引き抜き、糸を最後まで引くことを繰り返

し行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビー玉のガムボトル入れ 

 

指導目標  

〇手指の巧緻性の向上 

指導方法 

〇あらかじめ教員の方で、やり方を実践し

て見せる。⇒それを見て、片手でビー玉を

1個ずつつまんで人差し指を使用して、ガ

ムボトルの中に押し込んで入れる。 

※ビー玉をガムボトルに入れる際には、指

の力だけでなく、手首と手全体に上手に力

を入れることがポイントになる。 

箸の練習 

 

指導目標  

〇手指の巧緻性を高める。 

箸の使い方の習得 

集中して課題に取り組む 

指導方法 

〇補助箸を使用してケースにひとつずつ移

動する。 

〇集中して取り組めるよう単色で取り組む 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねじねじ作業トレーニング 

指導目標  

〇細かい部品を注視し、道具を使って指先

の操作性を高める。 

〇右手と左手の使い分けの意識を高める。 

指導方法 

〇生徒に使用する部品（板、ネジ、ナッ

ト、ドライバー）を紹介、提示する。 

〇板にネジを挿し、挿したネジにナットを

数回回し入れる。その後を指先でナットを

摘み、利き手でドライバーを持ち、ネジを

締める。 

〇やり方を提示した後は生徒の様子を見守

る。 

ドレッシング容器を使ったプットイン 

指導目標  

〇目と手の協応 

〇手指の操作性の向上 

指導方法 

〇ストローを切った物をドレッシング容器

の小さい穴を見て入れる。 

〇柔らかいクネクネした素材の園芸用タイ

を使用し、切った物を入れる。ストローよ

りも入れにくく、より手指の操作性の向上

につなげる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積み木 

指導目標  

〇細かい部分も注目して、見比べたり合わ

せたりする力を高める。 

〇立体的な空間認知能力を高める。 

〇一定量の課題を集中して最後までやりき

る力を高める。 

〇指示を聞いて実行する力を高める。 

指導方法 

〇教員が積み木を積み上げ、模倣を促す。 

〇課題に取り組む際は時間を設定し、提示

する。 

〇カードを提示し、積み木を使って平面を

立体にする。 

〇色や位置を言葉で指示する。 

〇ゲーム感覚で早積み競争、ブロックの色

塗りなど他にも汎用可能 

ひもの穴通し 

指導目標  

〇細かい手先の動きを通して、手先を器用

にする。 

〇ガイドの線を意識して、ひもを通せるよ

うになる。 

指導方法 

〇ガイドの線を意識しながら、その線に沿

ってひもを通す練習をする。ガイドの線か

らずれるので、声をかけて、２，３個通し

て視覚的支持をする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色ゴムかけ 

指導目標  

〇５色のマッチングができるようになる。 

〇指先を使ってゴムをかける。 

〇最後まで集中してやり切る 

指導方法 

〇最初に色の確認をして、ゴムかけを行

う。 

〇ゴムを引っ張って、色ごとに掛けられる

ようにする。 

ゴムかけ 

指導目標  

〇手指の力をつける。 

〇目と手の協応性を高める。 

〇空間認知力を高める。 

指導方法 

〇ゴムがかけてある状態の写真を提示し、

同じようにゴムをかける。 

〇ペグの位置は変えられるので、位置を変

えたり数を変えたりして難易度を調整す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストロー挿し 

指導目標  

〇集中して細かい作業に取り組む。  

指導方法 

〇ヘアブラシの毛先１本１本にストローを

挿し込んでいく根気のいる課題。全ての毛

先にストローが挿し込まれたらゴール。 

マグネットスライダー 

指導目標  

〇目と手を協応させる。 

〇適切な力加減で物を把握し移動させる。 

※いずれは、タブレット端末上で指をスワ

イプさせる動きへと汎化していく。 

指導方法 

〇赤いマグネットに人差し指を置き、横に

スライドさせる動きで同色のゴールまで運

ぶ。 

〇直線ができたら、L字型にも取り組む。 

〇ゴールにもマグネットが埋め込んである

ため、「カチッ」という音で完了したこと

が分かる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストローはめ 

指導目標  

〇手指の巧緻性を高める。 

〇集中力を高める。 

〇達成感を味わう。 

指導方法 

〇生徒の実態に合わせて時間や量を調整す

る。 

〇集中できる環境を整えてから行う。 

アイヌ民族の紋様の切り絵 

指導目標  

〇最後まで取り組むことができる。 

〇きれいに切り取ることができる。 

指導方法 

〇アイヌ紋様を学習したあと（北海道への

修学旅行とのコラボ）簡単な文様からスタ

ートし、複雑な模様へステップアップ。 

〇簡単に紋様ができるので「できた！」を

実感しやすい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイロンビーズ 

指導目標  

〇微細運動により手と目の協応を高める。 

○集中力と注意力を高める。 

指導方法 

〇見本を用意しピンセットを使用し形をそ

ろえるように指導する。 

ペットボトルの開け閉め 

指導目標  

〇つまんで回す指先の動作で、指先に力を

入れたり、力加減を調節したり、巧緻性を

高める。 

〇色に注視し、マッチングをする。 

指導方法 

〇つまんで回して、開け閉めをする。 

〇わっかを土台にセットして、色に対応し

た所にキャップの色を合わせる。色の位置

やパターンを変える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紐通し 

指導目標  

〇注視する力を高める。 

〇指先の巧緻性を高める。 

〇目と手の協応を促す。 

指導方法 

〇実態に応じて課題量や紐の長さを調整す

る。 

〇課題に集中できる環境を設定する。 

＊普通のビーズでは難しい生徒向けです。 

立体迷路 

指導目標  

〇物を注視する力をつける。 

〇集中して最後までやりきる力を高める。 

〇目と手の協応を図る。 

指導方法 

〇おはじきを使って、スタートの位置か

ら、指を離さないようにしてゴールへ向か

う。 

〇最初は、直線の迷路からスタートして、

曲線の迷路へとレベルアップしていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わごむパターンボード 

指導目標  

〇細かい部分（色や形）に注目して、見比

べたり合わせたりする力を高める。 

〇輪ゴムを指でつまみ、ボードにかけたり

外したりすることで指先の巧緻性を高め

る。 

〇様々な図形を作ることで、図形を認識し

たり、空間認知能力を高めたりする。 

〇一定量の課題を集中して最後までやりき

る力を高める。 

指導方法 

〇教材（１９ピン/８１ピンの２種類）を

提示し、簡単なカードから取り組み、徐々

に難しくなっていくように提示する。 

〇児童によってはカードをボードに差し込

まず、横に置いて図形を作ることもできる

ため、さらに難易度を上げることができ

る。 

〇図形が完成した際には「できました」と

報告する。 

〇次の図形を作る時はボードにかかってい

る輪ゴムを自ら外すことで「輪ゴムをかけ

る/外す」の練習をたくさん行うことがで

きる。 

※公文の公式から購入→￥4,400（税込

み） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たこやきを作ろう 

隠れているのはだあれ？ 

指導目標  

〇指先でタコをつまんで、入れることがで

きる。 

〇たこやきをくるくる回すことができる。 

〇できあがったタコ焼きを「どうぞ」と言

って渡すことができる。 

指導方法 

〇目の前で手本を示す 

指導目標  

〇手首の動きや握る、指先に力を込めるな

どの操作性を高める。 

〇イラストに視線を向ける。指差しをして

イラストの名前を伝えたりする。 

指導方法 

【くるくるトンネル】 

〇両手で筒を握るように支える。児童が回

転する方向を試行錯誤しながらできるよう

支援する。 

【お家にいるのはだあれ？】 

〇ホワイトボードのマーカー消しを、ての

ひらでしっかり握れるようにする。慣れて

きたら、児童が反対の手で紙を 抑えられ

るように支援する。 

【共通の指導方法】 

〇児童がイラストを指差したときに、その

イラストの名前を教員が言ったり、児童と

一緒に言うことで発語を促す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導目標  

〇集中して課題をやり切る力を養う。 

〇手指の細かい動きを高める。 

指導方法 

〇集中して細かいものを扱えるように支援

する。 

〇道具の使い方、指の動きを伝え、支援す

る。 

指導目標  

〇集中して焦点を合わせる。 

〇動くものを目で追いかける。 

指導方法 

〇教師と児童がそれぞれ違う色のついたラ

イトを持ち、教師が先に１か所を照らす。

児童はそれに当たるように自分のライトで

照らす。 

〇教師のライトが動いたら、児童もその動

きに合わせてライトを動かす。 

ピンセットで弁別 

追いかけっこライト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファスナーとボタン 

クリップの上げ下げ 

指導目標  

〇日常生活に必要な基本動作を身に付け

る。 

〇状況に応じたコミュニケーションを行

う。 

指導方法 

〇ファスナーやボタンの練習を行い、実際

の洋服の着脱へと繋げていく。 

指導目標  

〇注視する力と手先の操作性を図る。 

指導方法 

〇ペットボトルに入ったクリップを磁石が

付いた鉛筆を使ってペットボトルの側面か

ら離れないようにすくい上げる。ペットボ

トルの形で段々と難易度を上げる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導目標  

〇手順書を見て手順通りに組み立てること

ができる。 

〇ネジを回したり、穴にはめたりして手指

の巧緻性を高めることができる。 

〇「〇〇番まで終わりました。」などと終

わりの報告だけでなく途中の報告の仕方を

知ることができる。 

指導方法 

〇手順書に写真を入れてどの部品を使うか

わかりやすくする。 

〇工程の途中で報告をする箇所を指定し、

途中で確認することで手順通り取り組めて

いるか確かめる。 

〇「〇〇番まで終わりました。」などと終

わりの報告だけでなく途中の報告の仕方を

伝える。 

指導目標  

〇目と手の協応動作や手指の巧緻性を高め

る。 

〇空間での作業になれる。 

指導方法 

〇教材を提示し、手本を見せる。 

〇できない場合は、手を添えて一緒に行っ

てみる。 

〇指先の力が入れられず、難しかったので

改良してみた。 

恐竜の組み立て 

スナップ・ボタンのかけ外しで輪つなぎ 


